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　 次世代型海洋監視シ ス テ ム を用 い て の海上観察
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　ナ ホ トカ 号沈没事故の 教訓の ひ とつ と して、「夜間は

目測 で 流出オイル 群 の 観察が難 しく事故 の対策がた て

られ な い 」 とい う こ とが あげられ た 。 こ の 問題を解決

す る ため の 新 しい
「
目」 と して リモ ートセ ン シ ン グ技

術を利用 した 次世代型海洋監視 シ ス テ ム の 開発 を行 っ

て きた 。 また、海洋環境監視の 目的か ら、船舶事故後

の 海洋 の オイ ル 汚染 の 回復状況や海洋及 び湾岸開発 に

よ り環境状態 の 変化の モ ニ タ リ ン グ を行 う必 要が あ

る 。 しか しな が ら標準的 な 測定法 は まだ 確 立 して い な

い 。また様 々 な手法 で 実際 に測定 さ れ て お り、さ ら に

現在で も新 しい 分析手法や 装置開発が 行われ て い る。

我 々 が製作 した海洋監視シ ス テ ム も化学物質や微生物

を中心 と した 海洋環境の リア ル タイ ム の 測定を行 う こ

とが で き る 。 本シ ス テ ム の 新し い 環境測定技術 と して

の 評価 をお こ な っ た。

　海洋 監 視 シ ス テ ム は、ラ イ ダ ー （Lider ：Light

Detection　and 　Ranging）技術 を応用 した。装置 とし

て 光源 に 時間幅の 短 い パ ル ス 紫外線 レ
ーザ ーを装備

し、海面 に 紫外光を照射 し蛍光分析を行 うもの で あ る。

また受光系に バ ン ドパ ス フ ィ ル ターと高速ゲートを搭

載 して あ る 。 また GPS の 位置情報 も組 み 込 め る よ うに

な っ て い る。本 シ ス テ ム を 国立 弓削商船高等専門学校

練習船
「
弓削丸」 に搭載 し実船実験 を行 っ た 。 搭載場

所 は船尾右舷 で あ る。今回の 実船実験 の 航路 と して 弓

削島近辺 お よ び瀬戸内海 で あ る 。 こ の 近海 の 海洋環境

観測を行 っ た。

　実船の ラ イ ダー観測結果 と し て 、バ ッ ク グ ラ ン ドに

差があ る が海面 に レ ーザーを照射 したAetive　Siteは昼

夜を問わ ず観測 で き た 。 しか し航海中に、海 上 に オ イ

ル 成分 は浮 い て お らず、現在持 っ て い る デ
ー

タで は 対

応 で きなか っ た。そ こ で海面で の 蛍光 の 原因を探る た

め に測定 した箇所 の 海水 を 採取 して 来 た 。 それ らの 海

水 を光学顕微鏡 を用 い て 観察を行 っ た。結果 として 数

種 の 微 生物が 確認 さ れ た。こ れ らの 光学的デ
ー

タ と顕

微鏡で の 海水分析デ ータ の 相関関係の 解析を行 っ て い

る 。
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　ペ ン ゼ ン は化学製品 の 基礎材料として 幅広 く使 われ

て お り、大量 の ベ ン ゼ ン が ケ ミカ ル 船 に よ っ て 海 上輸

送 され て い る。ベ ン ゼ ン ガ ス は数 ppm の低濃度 で も慢

性的 に暴露 され る と癌 の 原因 に な りうる と懸念 されて

い る た め、船舶か ら の ベ ン ゼ ン ガ ス 排出量や ベ ン ゼ ン

ガ ス 濃度、乗組員 の 暴露濃度 を計測す る こ とに よ り実

態 を把握 し、健康被害を未然に防止 す る た め の 対策を

検討す る必要 が あ る。本報告 で は、ベ ン ゼ ン を輸送す

る船舶 で作業す る乗組員が作業中に暴露さ れ るベ ン ゼ

ン ガ ス 濃度を計測 した結果 お よびガ ス に 暴露され た乗

組員の健康影響を評価 した結果に つ い て述べ た 。

　計測対象船舶 として最 も数が多 く、よ く用 い られ る、

500 トン 積み船 と1000 トン 積み液体化学薬品 バ ラ積み

船を選定 した。通常 の 「積 み 荷役 」
「航海中作業 」

「揚

げ荷役」
「タ ン ク ク リーニ ン グ作業」 ご と に、乗組員個

人個人 の 襟元 に バ ッ ジ状 の パ ッ シ ブサ ン ブ ラーを装着

して 、サ ン プ ラーを構成す る活性炭に ガ ス を吸着させ 、
二 硫化炭素 で ベ ン ゼ ン を抽出後、クロ マ トグ ラ フ ィ

ー

に て分析す る こ と に よ り作業中の 個人暴露濃度を計測

した。500 ト ン 積 み 船 3 隻、1000 トン 積 み 船 4 隻、総

デ ータ 数 は 153 で あ っ た。ま た、作業内容 や 暴露要 因

等 に 関す る情報 を収集す るた め、現場調査、調査票 に

よ る書面調査 お よ び ヒ ア リ ン グ調査 を 行 っ た。

　計測 の 結果以下 の こ とが 分 か っ た 。 乗組員 の 輸 送当

た りの 個人 暴露濃度は相 当 の 幅を もち、中央値 は

1．3ppm と推定 され た こ と、積 み荷役、航海 中、揚 げ荷

役 で は 中央値 濃度 の 推定値 は 作業時保護具装着勧告値

を下回 っ て い る こ と、タ ン ク ク リーニ ン グ時に お い て

は 中央値濃度 の 推定値 が 1ppm 以上 と なる こ とが あ

り う る こ とか ら、健康 リス ク を よ り小 さ くす る観点 か

ら作業時 に は保護具 を 装着す る か、暴露濃度の 低減 を

図 る必要 が あ る。また、暴露濃度や健康被害 の 大 きさ

は 設備 の 管理状況、気象条件、海象条件、荷役条件、

作業方法、作業時間、輸送従事回数等に よ っ て も影響

され、コ ン トロ
ー

ル で き る こ とが 明 らか とな っ た 。

　 こ れ らの 成果は ベ ン ゼ ン 貨物輸送中の 船 内ガ ス 濃度

管理 を 行 う上 で 役 立 つ と期待 さ れ る 。
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